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「
2025
年
に
は
65
歳
以
上
の
高

齢
者
の
約
５
人
に
１
人
が
認
知
症

に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。 

認
知
症
と
は
ど
の
よ
う
な
病
気

で
、
ど
の
よ
う
な
症
状
が
現
れ
る

の
か
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
の

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
実
施

し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
地
区

社
協
や
小
学
校
、
子
ど
も
支
援
団

体
、
地
域
の
助
け
あ
い
団
体
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
な
ど
で
開
催

し
ま
し
た
。 

す
で
に
「
オ
レ
ン
ジ
フ
レ
ン
ズ
」

の
皆
さ
ん
に
は
講
座
開
催
の
協
力

や
認
知
症
カ
フ
ェ
、
「
認
知
症
の

日
」
イ
ベ
ン
ト
等
で
も
積
極
的
に

活
動
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
認

知
症
を
よ
く
理
解
さ
れ
て
お
り
、

特
に
カ
フ
ェ
で
は
当
事
者
の
方
へ

優
し
く
接
し
て
く
だ
さ
る
の
で
、

参
加
者
の
方
の
穏
や
か
な
笑
顔
が

絶
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
フ

レ
ン
ズ
の
皆
さ
ん
、
い
つ
も
活
き
活

き
と
し
た
優
し
い
対
応
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 
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柏
市
で
は
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
講
座
を
受
講
後
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
認
知
症
地
域

支
援
推
進
員
と
協
力
し
、
認
知
症

の
理
解
啓
発
等
に
関
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
た
だ

け
る
方
を
「
か
し
わ
オ
レ
ン
ジ
フ

レ
ン
ズ
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。 

具
体
的
に
は
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
と
し
て
、
普
段
の
生
活
の
中
で

認
知
症
の
方
へ
の
声
か
け
や
、
見

守
り
を
し
て
い
た
だ
く
ほ
か
に
、

認
知
症
カ
フ
ェ
・
介
護
者
交
流
会

の
運
営
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
で
活
動
を
報
告
し
て
い
た

だ
い
た
り
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー

や
お
祭
り
等
の
啓
発
イ
ベ
ン
ト
で

ブ
ー
ス
の
運
営
な
ど
活
動
は
多
岐

に
渡
っ
て
い
ま
す
。 

 

活
動
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
方
で
も
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

研
修
会
や
、
フ
レ
ン
ズ
同
士
の
交
流
会
で
意
見
交
換
を
し

て
い
ま
す
。
活
動
中
の
ケ
ガ
に
つ
い
て
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保

険
で 

 

 

オレンジフレンズとして行事等に参加し
勉強になることが多く、これからの人生
に役立てていきたいです。 

研修を受けて、自宅の祖母にいつもイラ
イラしている自分に気づき、変えなくては
…と思いました。 

認知症の症状は様々であり、我々が「こうし
たい」でなく、当事者や家族が「どうありた
いか」に耳を傾けることが大切と思います。 

いろいろな方面で活動されている方々を
知ってパワーをもらっています。 

険
で
補
償
し
ま
す
の
で
安
心
し
て

活
動
が
で
き
ま
す
。 

フ
レ
イ
ル
予
防
ポ
イ
ン
ト
対
象
事

業
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
カ
ー
ド
を

携
え
、
気
軽
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
結
果
と
し
て
「
認
知
症
に
な
っ

て
も
住
み
よ
い
ま
ち
」に
な
っ
て
い
た

ら
な
ん
と
素
敵
な
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

 



                             

                             

                               

                             

                          

 

 

 

 

介護サービスを受ける時に相談窓

口となり支援してくれる人です。正式

には「介護支援専門員」と言い、介護

保険制度の要
かなめ

となる専門職です。 

●ケアマネジャーの主な仕事 

❑ 利用者・ご家族への介護サービ

スの情報提供 

❑ サービス利用に必要な「ケアプ

ラン」の作成 

❑ 介護や医療関係者との連絡調整 

ケアマネジャーは居宅介護支援事

業所（要介護の方）、地域包括支援セ

ンター（要支援の方）、 

介護老人施設等 

（入所されて 

いる方） 

に所属して 

います。 

  

高
齢
者
虐
待
は
ど
ん
な

家
庭
で
も
起
こ
り
得
ま

す
。
虐
待
を
無
自
覚
に
行
っ

て
い
る
こ
と
も
多
く
、
ま
わ

り
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
人
が
い

な
い
と
、
事
件
に
発
展
し
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

虐
待
が
起
こ
る
背
景
と
対

応
策
を
知
り
高
齢
者
虐
待

の
無
い
ま
ち
を
作
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。 

虐
待
を
す
る
人
に
は
良

か
れ
と
思
っ
て
行
う
自
己

流
の
ケ
ア
が
結
果
的
に
不

適
切
な
ケ
ア
や
虐
待
と
な

っ
て
い
た
り
、
「
言
う
こ
と

を
聞
か
な
い
か
ら
仕
方
な

い
」
と
体
罰
や
叱
責
を
正
当

化
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
虐
待
を
し
て
し
ま

う
原
因
は
様
々
で
、
例
え
ば

親
か
ら
抑
圧
的
な
養
育
を

受
け
た
子
が
今
度
は
親
を

介
護
す
る
と
い
う
逆
転
し

た
立
場
に
な
っ
た
と
き
に
過

去
の
関
係
性
が
虐
待
と
い

う
形
で
再
現
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。 

さ
ら
に
は
終
わ
り
の
見

え
な
い
介
護
に
日
々
追
い

詰
め
ら
れ
て
い
る
と
、
周
り

に
相
談
し
た
り
、
冷
静
に
判

断
す
る
こ
と
も
難
し
く
な

り
ま
す
。 

  

  

 
 今年 6 月「共生社会の実現を推進するための
認知症基本法」が国会で成立しました。 
国は 2025年には約 700万人、5人に 1人は認

知症になるという予測を受けて、認知症の人が
尊厳と希望を持って暮らすことができるよう認
知症施策に関して基本理念を示し、「国民の理解
の増進」「バリアフリー化の推進」「社会参加の
機会の確保」「認知症の予防」等を定めました。 
これらの施策は総合的、計画的に国、都道府

県、市町村レベルで計画を策定し、進めていく
こととされています。その策定段階で国では「認

知症の人及び家族等」が委員として含まれるこ
と、自治体レベルでは「認知症の人及び家族等
の意見を聴く」ことが定められているという点
で画期的と言われています。 
当初は「認知症の予防*」を国民の責務として

打ち出して批判された本法でしたが、「共生社会
の実現」を前面に出す方針に転換させたのは当
事者の声の力でした。当事者の声が施策に反映
されるようになればより一層、「共生社会」に近
づくことになるに違いません。 

*厚労省は「予防」を『認知症にならない』という意味ではなく、
『認知症になるのを遅らせる』『認知症になっても進行を緩やかにす
る」という意味であるとしています。 

ケアマネジャーとは

何をする人なの？ 

こ
う
し
た
高
齢
者
虐
待

に
は
速
や
か
に
専
門
職
に

よ
る
介
入
が
必
要
で
す
が
、

ま
ず
は
周
り
の
人
の
「
気

づ
き
」
と
「
通
報
」
が
な
い

と
発
見
で
き
ま
せ
ん
。
心
配

な
方
を
見
た
り
、
聞
い
た
り

し
た
ら
、
虐
待
か
ど
う
か
の

判
断
は
不
要
な
の
で
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
一

報
く
だ
さ
い
。
ま
た
通
報
者

の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で

ご
安
心
く
だ
さ
い
。 

●高齢者からのサイン 
❑ 不自然な怪我や傷、アザがある。 
❑ おびえたり、怖がったりする。 
❑ 高齢者の衣服の汚れや、お風呂に入っている様子がない。 
❑ 自宅にゴミが放置されている、異臭がする。  
❑ お金や通帳を盗られたと言うことがある。 

●家族（介護者）からのサイン 
❑ 家の中から怒鳴り声や大きな物音が聞こえてくる。 
❑ 家族（介護者）が介護でとても疲れている様子。  
❑ 高齢者の世話や介護に拒否的な発言が聞かれる。 
❑ 高齢者を訪ねても家族に嫌がられる、会わせてもらえない。 
❑ 介護が必要なのに、サービスを利用している様子がない。 


